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Ⅰ．はじめに

　平成23年度より施行された小学校学習指導要
領では「言語活動の充実」が謳われ，体育も含め
た総ての教科においてこれが求められることに
なった．基礎的・基本的な知識及び技能を確実に
習得させ，これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力を育ませ，その
際に言語活動を充実させる1）とあるように，基礎・
基本となる知識や技能を活用して課題解決を図る
過程において，言語活動を充実させていくといっ
たねらいがそこにはある．
　これを念頭に体育における運動指導を考えた場
合，先ずは基礎・基本となる知識・技能の習得が
図られることになり，これを用いて次の段階に進
むなかで思考力・判断力・表現力を育ませ，そこ
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に言語を介しての活動が含まれていくということ
になる．順序からすると，先ずは運動の基礎・基
本となる事柄をしっかりと児童に教える必要があ
る，ということになる．
　筆者は，ある運動を構成する「動き」を児童に
伝えていく方法として，◯1映像や文字を介して，
◯2示範，◯3児童の身体への直接的な働きかけ，◯4
「動き」の言語化，の4つを上げた2）．これは，あ
る意味では「動き」を情報化している．目で見る，
耳で聞く，体に刺激を受ける，といったことから
「動き」を自分のものとしていく．つまり言葉を
換えると，これは「動きの情報化」でもある．
　児童間での「動き」の情報伝達を見ると，相互
理解，相互指導などでは互いに情報を共有する必
要があり，それには◯4の教員が指導言葉として発
した「ことば」，即ち「動き」が言語化された「こ
とば」が機能的に働くと考えている．つまり，児
童間においては「動き」が言語化された「ことば」＊かとう　じゅんいち　文教大学教育学部学校教育課程体育専修
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によって「動きの情報化」が図られるというわけ
である．このような観点から，筆者は昨年度は「動
きの言語化」に視点をあて，小学校体育授業にお
ける指導言葉を分析し，その運動を構成する核と
なる「動き」との関連から調査を行った3）．本年
度は「動きの情報化」に視点を置き，範囲を「こ
とば」から「身体への直接的な働きかけ」「補助
器具」に広げ考察を行うこととした．

Ⅱ．研究目的

　本研究では，「器械・器具を使っての運動遊び」
並びに「器械運動」領域のなかの「マットを使っ
た運動遊び」「マット運動」（以下，「マットを用
いた運動」とする）に見られる「コアな動き」の
抽出と，その「コアな動き」と「動きの情報」と
しての指導言葉，指導方法，補助器具との関連性
を明らかにしようとするものである．

Ⅲ．研究方法

　本研究では，文部科学省『小学校学習指導要領
解説　体育編』4）の［例示］を分析することでマッ
トを用いた運動の体系化を明示するとともに，こ
の運動が行われるに際しての「コアな動き（核と
なる動き）」の抽出を行う．続いて，教育現場で
教鞭をとっている教師に対して行った質問紙法に
よる調査の結果を分析し，「コアな動き」との関
連性を分析する．
　本稿で用いた質問紙法による調査は，平成23
年度文教大学教育学部共同研究費助成を受けて実
施した．共同研究のタイトルは「体育授業におけ
る指導テクニックの収集Ⅱ」で，共同研究者は越
谷市教育委員会主任指導主事の佐藤泰弘氏であ
る．
　今回は，前述の通り器械運動領域のなかの
「マットを用いた運動」に対象を絞り，現場の教
師が持つ指導上のテクニックの収集に努めた．前
回の鉄棒では対象学年ごとに個別の質問を設定し

たが，今回はこの領域を大きく「前転系（安定し
た前転，連続した前転，開脚前転，大きな前転，
倒立前転，跳び前転を行わせる場合）」「後転系（後
転，連続した後転，開脚後転，伸膝後転を行わせ
る場合）」「倒立系（かえるの足打ち，壁登り逆立
ち，壁倒立，補助倒立，頭倒立，倒立を行わせる
場合）」「側転・ブリッジ系（川跳び，腕立て横跳
び越し，側方倒立回転，ロンダート，ブリッジ，
倒立ブリッジを行わせる場合）」の4つに分け，
それぞれにおいて「1．児童の気づきを促す声掛
け（指導上のポイント）」「2．直接児童の身体へ
問いかける指導（児童の身体へのサポート）」「3．
補助器具としてどのような物を用いるか」の3点
を問うた．これらはいずれも「動き」の情報とし
て機能するものである．
　なお，調査用紙は平成23年6月，7月に本学に
おいて実施された教員免許状更新講習の選択領域
「体育の授業に役立つ子どもの動きづくり・体力
づくりのヒント」に参加した受講生220名の内，
協力の得られた者192名に配布，8月末日を回収
の締め切りとした．回収方法は郵送形式で回収率
は4.69％であった．

Ⅳ．［例示］の分析

　『小学校学習指導要領解説　体育編』の「第1
学年及び第2学年の目標及び内容」の「マットを
使った運動遊び」の内容は次の通りである．

　同様に，「第3学年及び第4学年の目標及び内

［例示］
○ゆりかご，前転がり，後ろ転がり，丸太転
がりなど
・マットに背中を順番に接触させるなどし
て，色々な方向に転がること．

○背支持倒立（首倒立），かえるの足打ち，壁
登り逆立ち，支持での川跳び
・手や背中で体を支えていろいろな逆立ち
をすること．
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　以上より，器械運動系におけるマットを用いた
運動では，「回転技」と「倒立技」に大きく括る
ことができ，それぞれの展開は図1のようにな
る．
　さらに，上述のなかからマット運動におけるコ
アな動きを表現している箇所を拾うと，「回転技」
では，「マットに背中を順番に接触させる」「体を
丸めて」「回転の勢いを利用して」「両手で押し
て」「両手を着き」「両手でマットを押して」が挙
げられる．

○開脚後転（更なる発展技：伸膝後転）
・しゃがみ立ちの姿勢から尻を着いて後方
に回転し，足を左右に大きく開き両手で
マットを押して開脚立ちをすること．

［倒立技の例示］
○安定した壁倒立
・体をまっすぐにした壁倒立をして静止す
ること．

○頭倒立
・しゃがみ立ちの姿勢から両手と前頭部を
マットに着け，腰・脚の順に引き上げ三
点で倒立をすること．

○ブリッジ（更なる発展技：倒立ブリッジ）
・仰向けに寝た姿勢から両手・両足を体で
支え，体を大きく反らせるとともに素早
く両手と両足の幅を狭めてブリッジ姿勢
になること．

○安定した腕立て横跳び越し
・腰を大きく開き，足の位置を高く保った
腕立て横跳び越しをすること．

○側方倒立回転（更なる発展技：ロンダート）
・腰の位置を高く保ちながら側方に手を着
き，倒立を経過しながら直線上を側方に
回転し，側方立ちになること．

［技の組み合わせ方］
○上に示した技やすでにできる技を選び，そ
れらにバランスやジャンプなどを加えて組
み合わせること．

容」の「マット運動」の内容は次の通りである．

　同様に，「第5学年及び第6学年の目標及び内
容」の「マット運動」の内容は次の通りである．

［基本的な回転技の例示］
○前転（発展技：大きな前転，開脚前転）
・しゃがんだ姿勢から体を丸めて前方に回
転し，回転の勢いを利用してしゃがみ立
ちになること．

○後転（発展技：開脚前転）
・しゃがんだ姿勢から体を丸めて後方へ回
転し，両手で押してしゃがみ立ちになる
こと．

［基本的な倒立技の例示］
○壁倒立（発展技：補助倒立，頭倒立，ブリッ
ジ）
・体を振り下ろして両手を着くとともに脚
を振り上げ，両足を壁にもたせかけて逆
さ姿勢になること．

○腕立て横跳び越し（発展技：側方倒立回転）
・体を振り下ろして体側に着手するととも
に脚を振り上げ，腰の位置を高く保ちな
がら反対側へ移動すること．

［回転技の例示］
○安定した前転
・前転を連続してすること．

○大きな前転（更なる発展技：倒立前転，跳
び前転）
・両手を着き，足を強く蹴って腰を大きく
開いて回転し，回転の勢いを利用してしゃ
がみ立ちになること．

○開脚前転
・両手を着き，足を強く蹴って腰を大きく
開いて回転し，足を左右に大きく開いて
接地するとともに素早く両手を着いて開
脚立ちをすること．

○安定した後転
・後転を連続してすること．
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　また，「倒立技」では，「手や背中で体を支え
て」「逆立ちをする」「両手を着く」「体側に着手」
「脚を振り上げ」「体を大きく反らせる」となる．
　以上より，「回転技」では，1）（マットに順番
に接触していく）回転運動，2）回転の勢い，3）
着手，が核となる運動といえ，「倒立技」では，
1）（体を）支持，2）（頭と脚の天地が入れ替わる）
逆立ち，3）着手，4）脚の振り上げ，5）反り，
が核となる運動といえる．そしてこれら8つが
「マットを用いた運動」の「コアな動き」と看做
すことができよう．

Ⅴ．調査結果

　ここでは，筆者が実施した質問紙法によって得
られた結果を紹介する．前述の通り，本調査では
マット運動の領域を「前転系」「後転系」「倒立系」
「側転・ブリッジ系」に分けた．以下は，その回
答をまとめたものである．
（1）前転系

図1

1．児童の気づきを促す声掛け（指導上のポイ
ント）

・しゃがんだ姿勢で手を耳の横に開いて用意
させる
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（2）後転系

・中指何処向いているとの発問（手を内側に
向けないため）

・手のひらをパーにして開いて，左右の中指
が平行になるように

・手はじゃんけんのパーで
・前転の際，一番初めにマットに着くのはど
こか？（クイズ形式で確認，しっかりと手
を着かせる）

・最後にマットをぐっと押して起き上がる（開
脚前転の起き上がり）

・頭の後ろの方に手を着く
・回っているときは顎を引く
・頭はつかなくていいんだよ（手をしっかり
つき，足で強く蹴るため）

・前転では顎を引くために，自分のおへそを
みてまわる

・回転するときはおへそを見るように（頭の
てっぺんで回る児童に対して）

・マットから少し離れて始めさせる．踏み出
さないとできないので

・斜め前にスーパーマン見たいに跳ぶイメー
ジで真下を見ない（飛び込み前転の際，勢
いがあるだけの児童に対して）

・倒立前転で背中から落ちてしまう（倒立か
らなめらかに前転に繋がらない）→ゆりか
ご動作，ひじ，首，腰，足の屈伸の順と声
掛けをする

・飛び前転で腰からマットに落ちてしまい上
手に前転につながらない→ゆりかご動作と
壁蹴り

・足を揃えてお尻をあげる→さらにお尻を上
げて次の回転へ，くるん，くるん

2．直接児童の身体に問いかける指導（児童の
身体へのサポート）

・前転する時，横から頭の後ろを押さえて頭
を中に入れて回転できるようにする

・倒立前転：倒立に押し上げそこからゆっく

りと首倒立に降ろしてゆりかごを行わせる
・飛び前転：低い位置で教師が両手を伸ばし
て，それを飛び越えて前転させる

3．補助器具としてどのような物を用いるか
・ロイター板の上にマットを敷いて坂道を作
る
・跳び箱台をおいて坂をつくる
・真っ直ぐに回るためにマットの中心線に
テープを貼り，着手と着足が線対象となる
ようにさせる
・前転：膝と膝の間に帽子を挟ませる
・開脚前転：跳び箱の段差を利用
・倒立前転：壁に腹部を向けて壁倒立の練習
・跳び前転：両足で壁を蹴りゆりかごを行う
練習
・跳び前転：跳び箱とエバーマットを使う
・跳び前転：ボール，段ボール，クッション
のようなものを用いる
・跳び箱を利用してある程度の高さから跳び
前転を行う

1．児童の気づきを促す声掛け（指導上のポイ
ント）

・人間の体の構造上，必ず後転はできると暗
示にかける
・体をできるだけ小さくして回ってごらん
・後転のゆりかごの練習（顎を引き，背中を
丸めてなめらかに）
・両手を耳の横に
・手は頭の上でうさぎのように
・しゃがんだ姿勢からおしりを遠くに付けさ
せる
・回れない子に対して少しお尻を上げて勢い
をつけて回るように
・腰角度を充分に狭めたまま後方に回転する
・マットに手が着いたらグッと押す



― 74 ―

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第45集　2011年　加藤　純一

（3）倒立系

・左右にまがらないように，両手をしっかり
ふんばらせる
・頭が着くと思ったら手で体を持ち上げよう
（体が横へ流れないようにするため）
・斜めに曲がってしまう側の手を最後までしっ
かりとマットに付けて，最後にマットをぐっ
と押させる
・手をしっかりついて，マットを両方の手の
ひらでしっかり押して体を上げる

2．直接児童の身体に問いかける指導（児童の
身体へのサポート）

・首のストレッチをしてあげる
・準備体操で空中自転車こぎや頭の後ろに足
を着かせる運動を行わせる
・回れない子に対して，回転を始めたら教師
が児童の背中に手を当てて回す
・斜めになってしまう側に教師が待機し，回
転を始めたらそちらの側の手をさわるか，
または押さえる
・後方に回転し，足が頭を越えたら補助者に
足先を真後ろに引いてもらう練習

3．補助器具としてどのような物を用いるか
・跳び箱台を置いて坂を作る
・踏切板をマットの下に敷きスピードをつけ
る
・ロイター板で坂道を作りそれを利用して伸
膝後転の練習

1．児童の気づきを促す声掛け（指導上のポイ
ント）

・かえるの足打ち：手と指をしっかり開いて，
手のひら全体に体重をかけさせる
・手をしっかり開こう．中指どこを向いてい
る？
・両手と頭で三角形を作る

・首倒立で倒立時の身体の力の入れ方を教え
る
・倒立：手を開いたところで三角形をイメー
ジさせ頂点を見るように
・指をひらく
・両手の着き方は前転と同じ．開いた手の指
先に力をいれて倒立のバランスを調整する
・両手を底辺に△を思い描き，目はその頂点
を必ず見る
・目先（顔の向き）は床をみるように
・倒立した時に絶対に後ろで待っている友だ
ちの顔が見えないように（床を見るように）
・マットをずっと見ていよう（倒立につなげ
るため）→顎を引いてみよう→前転へ
・膝を伸ばして両足をつける
・足のつま先を体育館の天井に
・かえるの足打ち：足がお尻より高くなるよ
うに
・お尻を締めて体を上に引き上げるように
・補助倒立：体全体をしっかりと，ピンと伸
ばす
・両手，両足を用いたうさぎのような跳び方
の練習（兎跳び練習）

2．直接児童の身体に問いかける指導（児童の
身体へのサポート）

・かえるの足打ち：児童の腰よりも少し高い
位置に教師が手を出して，足で教師の手を
触れるようにさせる
・補助倒立：補助者の足首を見るように
・足を持ち上げて倒立姿勢を作る
・倒立：両足を持って持ち上げる

3．補助器具としてどのような物を用いるか
・エバーマットを使って倒立姿勢のまま倒れ
させる（思いっきり蹴りあげる練習）
・倒立から身体を伸ばしたまま顎を上げてエ
バーマットに倒れる
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（4）側転・ブリッジ系

Ⅵ．考察

　ここでは，上述の結果を基に，Ⅳ．で抽出され
たマット運動における「コアな動き」との関連に
ついて見ていくことにする．先ず「回転技」であ
るが，ここにおける「コアな動き」とは「（マッ
トに順番に接触していく）回転運動」「回転の勢い」
「着手」であった．
（1）回転技
1）回転運動
　回転運動をスムースに行わせるための表現を抽
出すると，「頭の後ろの方を着く」「回っていると
きは顎を引く」「回転するときはおへそを見るよ
うに」「体をできるだけ小さくして回ってごらん」
「腰角度を充分に狭めたまま後方回転する」「顎を
引き，背中をまるめてなめらかに」などがある．
これらは基本的に「背中を丸くする」ための方法
と言え，回転をスムースに行うポイントとしては
児童が背中を丸めて回転できるよう促す表現が要
求されることが分かる．
　また，児童の身体への直接的な問いかけとして
は，「前転する時，横から頭の後ろを押さえて頭
を中に入れて回転できるようにする」「首のスト
レッチをしてあげる」「準備体操で空中自転車こ
ぎや頭の後ろに足を着かせる運動を行わせる」と

1．児童の気づきを促す声掛け（指導上のポイ
ント）

・手・手・足・足の順番で床に着くようにす
る

・手→手→足→足がどの向きでつくか考えさ
せる

・手足のつく順番を言葉で指示
・膝を伸ばして足をできるだけ高く上げさせ
る

・足のウラは何処向いている？（倒立姿勢を
意識させる）

・車輪が廻るように→側方倒立回転
・側転：マットの縫い目と縫い目の間から手
も足もでないように（橋に例えてそこから
落ちないように）

・正面から入って後ろ向きで着地→ロンダー
ト

2．直接児童の身体に問いかける指導（児童の
身体へのサポート）

・側方倒立回転：マットの縫い目から曲がら
ないように身体をサポート

・補助倒立から開脚させ，側方回転を行い直
立になる練習をさせる

・二人組で一方がブリッジ，もう一方がブ
リッジの下をくぐる（友だちがくぐれるく
らい体をそらす）

3．補助器具としてどのような物を用いるか
・手・足の着き方が分かるように手形，足形
を床に置く

・手足のつく順番が難しいので，手・足の形

に切ったシールのようなものをマットの上
に貼る
・ゴム紐をあまり高くない位置に張って，そ
れに引っかからないように向こう側に側転
させる（腰と足が上がらない児童はゴム紐
に引っかかる）
・足を真っ直ぐ上げないと届かない高さにゴ
ムを張る（側方倒立回転の練習）
・直立から側方回転して壁に開脚倒立になる
練習（側方倒立回転で横向きの開脚倒立を
経過しない場合の練習）
・ブリッジ用のマットを使う

・壁にエバーマットを立てかけて勢いよく足
を振り上げて倒立

・手形（マットに貼る）：壁倒立の際に，手を
着く位置を指導する
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いったものが見られる．これらも基本的には「背
中を丸くする」ことを促す身体への介入として捉
えてよかろう．
　なお，この回転運動を円滑に導くためには「第
1学年及び第2学年の目標及び内容」にある「ゆ
りかご」が有用で，この反復練習は，前転系にも
後転系にも有効に機能する可能性が高いことをこ
こでは指摘しておきたい．
2）回転の勢い
　回転運動をより円滑に行うためには，回転に勢
いをつける必要がある．回転の勢いを促す表現に
は，「足を揃えてお尻をあげる→さらにお尻を上
げて次の回転へ，くるん，くるん（前転）」「マッ
トから少し離れて始めさせる．踏み出さないとで
きないので（前転）」「しゃがんだ姿勢からおしり
を遠くに付けさせる（後転）」「回れない子に対し
て少しお尻を上げて勢いをつけて回るように（後
転）」があった．特筆すべきはお尻に着目した指
導言葉が多く，お尻の位置を高くすることで位置
エネルギーを確保させたり，遠くに着地させるこ
とによる脚の筋力を利用させようとしたりしてい
ることである．マットから離れて踏み出させるの
は跳び前転の導入としても使える．
　また，児童の身体への直接的な問いかけで，「回
れない子に対して，回転を始めたら教師が児童の
背中に手を当てて回す（後転）」が見られた．回
転を補助する役割を担っている例である．
　この「回転の勢い」では，補助器具が有効に働
いていることを示している．「ロイター板の上に
マットを敷いて坂道を作る」「跳び箱台をおいて
坂をつくる」とあるように，ロイター板（踏切板）
や跳び箱を使って坂を作り，その坂の斜度を利用
して前転や後転，伸膝後転などをさせるという手
法である．
3）着手
　回転をより安定させたり，あるいは自らの体を
起こしたりする為に，マットに対してしっかりと
した「着手」をすることが求められる．この「着
手」を促す表現としては，「しゃがんだ姿勢で手

を耳の横に開いて用意させる」「中指何処向いて
いるとの発問（手を内側に向けないため）」「手の
ひらをパーにして開いて，中指と中指が平行にな
るように」「手はじゃんけんのパーで」「前転の際，
一番初めにマットに着くのはどこか？（クイズ形
式で確認，しっかりと手を着かせる）」「最後にマッ
トをぐっと押して起き上がる（開脚前転の最後の
起き上がり）」「両手を耳の横に（後転）」「手は頭
の上でうさぎのように（後転）」がある．手をしっ
かりと開かせて着手するための「手はじゃんけん
のパー」，手を内側に向かせないための「左右の
中指が平行になるように」，後転時の手の着く位
置を示す「両手を耳の横に」「手は頭の上でうさ
ぎのように」などは，着手を促す「動きの言語化」
が図られた表現と言える．
　児童の身体への直接的な問いかけとしては，
「斜めになってしまう側に教師が待機し，回転を
始めたらそちらの側の手をさわるか，または押さ
える」がある．しっかりとした着手を促すための
方策である．
　補助器具を用いた物では，「真っ直ぐに回るた
めにマットの中心線にテープを貼り，着手と着足
が線対象となるようにさせる」がある．テープ1
本貼るだけで，児童は着手や着足を意識して回転
をするようになるというわけである．
（2）倒立技
　倒立技を支える「コアな動き」には，「支持」「逆
立ち」「着手」「脚の振り上げ」の4つがあった．
1）支持
　倒立技をするにあたっては，自分の体を「支持」
することが重要となる．「支持」において児童の
気づきを促す声掛けとしては，「開いた手の指先
に力をいれて倒立のバランスを調整する」「両手
を底辺に△を思い描き，目はその頂点を必ず見
る」「目先（顔の向き）は床をみるように」「倒立
した時に絶対に後ろで待っている友だちの顔が見
えないように（床を見るように）」「補助倒立：補
助者の足首を見るように」「補助倒立：体全体を
しっかりと，ピンと伸ばす」「マットをずっと見
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ていよう（倒立につなげるため）→顎を引いてみ
よう→前転へ」がある．倒立系で体を支えるには
腕の力が必要となるが，それだけでは体躯を真っ
直ぐに維持することは難しい．そこで，視線を頭
上方向に向けることで頚椎反射を促し姿勢を真っ
直ぐに維持させようとするのが「目は三角形の頂
点」「床を見る」といった表現である．これらは
姿勢を維持（体を支持）するという動きを促すた
めの表現といえる．
　児童の身体に問いかけるものとしては，「足を
持ち上げて倒立姿勢を作る」「倒立：両足を持っ
て持ち上げる」「補助倒立から開脚させ，側方回
転を行い直立になる練習をさせる」が挙げられる．
先の2つは倒立姿勢を補助的に作ることで体を支
持する感覚を促すものである．最後のものは，補
助者がまず補助倒立をしっかりと受け，次に腰の
位置を支えながら試技者には開脚させ，その状態
から側方回転をさせるというものである．これに
よって，試技者は倒立の状態での開脚姿勢を確認
でき，そこからの側方回転のタイミングを知るこ
とができる．開脚姿勢での体の支持感覚を確認で
きる方策といえる．
　補助具の利用では，「側方倒立回転：マットの
縫い目から曲がらないように体をサポート」「直
立から側方回転して壁に開脚倒立になる練習（側
方倒立回転で横向きの開脚倒立を経過しない場合
の練習）」がある．上述の身体への直接的な働き
かけ同様のことを，壁倒立を用いて行わせる方策
である．
2）逆立ち
　倒立技の特徴は天と地が入れ替わる，所謂「逆
立ち」姿勢（頭が下になり脚が上になる姿勢）に
ある．ここでの児童の気づきを促す声掛けとして
は，「首倒立で倒立時の身体の力の入れ方を教え
る」「膝を伸ばして両足をつける」「足のつま先を
体育館の天井に」「足のウラは何処向いている？
（倒立姿勢を意識させる）」がある．これらは，逆
立ちの状態での姿勢を確認させものである．常の
状態と異なる逆立ち姿勢では，特に脚部に意識を

置く必要がある．脚部の状態は「支持」にも影響
を及ぼすのでしっかりと確認させる必要があろ
う．
　児童への身体への問いかけでは，「足を持ち上
げて倒立姿勢を作る」「倒立：両足を持って持ち
上げる」がある．この2つは「支持」でも取り上
げたもので，ここでは逆さ感覚を促す意味合いと
して取り上げた．
3）着手
　「回転系」同様に「倒立系」においても着手は
重要である．児童の気づきを促す声掛けとしては，
「手をしっかり開こう．中指どこを向いている」
「両手と頭で三角形を作る」「手を開いたところで
三角形をイメージさせ頂点を見るように」「指を
ひらく」「開いた手の指先に力をいれて倒立のバ
ランスを調整する」「両手を底辺に△を思い描き，
目はその頂点を必ず見る」「手・手・足・足の順
番で床に着くようにする（側方倒立回転）」「手→
手→足→足がどの向きでつくか考えさせる（側方
倒立回転）」がある．壁倒立を含む倒立において
は，目の位置と着手位置から三角形を意識させて
いる．また，側方倒立回転では着手の順番やその
向きに注意を促していることが窺える．
　補助器具を用いたものでは，「手形：壁倒立の
際に，手を着く位置を指導する」「手・足の着き
方が分かるように手形，足形を床に置く」「手足
のつく順番が難しいので，手・足の形に切った
シールのようなものをマットの上に貼る」がある．
着手する位置，手の着く順番を促すものである．
4）脚の振り上げ
　「逆立ち」の姿勢に至るための動作として「脚
の振り上げ」がある．この振り上げる力が弱いと
逆立ち姿勢に至れない．児童の気づきを促す声掛
けでは，「かえるの足打ち：足がお尻より高くな
るように」「お尻を締めて体を上に引き上げるよ
うに」「両手，両足を用いたうさぎのような跳び
方の練習（兎跳び練習）」「膝を伸ばして足をでき
るだけ高く上げさせる」がある．「足がお尻より
高く」とあるように，脚でしっかりと蹴りあげる
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ことで逆立ち姿勢になれる．これを促す練習とし
て兎が跳び跳ねるように脚をしっかりと前に蹴り
出す「兎跳び」練習が紹介されている．児童の身
体への問いかけでは，この動作を促すために教師
が蹴り出す位置に手を翳す「かえるの足打ち：児
童の腰よりも少し高い位置に教師が手を出して，
足で教師の手を触れるようにさせる」がある．
　補助器具を用いるものとしては，「エバーマッ
トを使って倒立姿勢のままたおれさせる．思いっ
きり蹴りあげる練習になる」「壁にエバーマット
を立てかけて勢いよく足を振り上げて倒立」「ゴ
ム紐をあまり高くない位置に張って，それに引っ
かからないように向こう側に側転させる（腰と足
が上がらない児童はゴム紐に引っかかる）」「足を
真っ直ぐ上げないと届かない高さにゴムを張る
（側方倒立回転）」がある．倒立と側方倒立回転で
は脚の蹴る方向が異なってくることが窺える．但
し，側方倒立回転の方は蹴るというよりも脚を振
り上げるといったニュアンスで用いる傾向にある
ようである．
5）反り
　「反り」はブリッジにおいて用いる動作である．
今回の調査では，このブリッジに言及する回答は
少なかった．身体への直接的な問いかけでは，
「二人組で一方がブリッジ，もう一方がブリッジ
の下をくぐる（友だちがくぐれるくらい体をそら
す）」があり，補助器具を用いるものとしては，
「ブリッジ用のマットを使う」がある．どちらも
体を反らす感覚を促す方策として用いられてお
り，ブリッジの導入として用いることができよ
う．

Ⅶ．まとめ

　教師の指導言葉は重要である．どういった言葉
を用いて児童の能力を高めていくか，という視点
からすると，個々の特性を持った児童にはそれに
対応するだけの指導言葉が必要になってきそうだ
が，指導すべき運動の特性からその運動の「コア

な動き」に着目し，この「コアな動き」を中心に
指導していけば，さほど多くの指導言葉を必要と
はしない．要は，指導言葉のなかで「動きの言語
化」が適切になされ，かつ「動きの情報化」がス
ムースに図られれば，指導すべき内容が児童に的
確に伝わるということになる．
　さて，今回のマットを用いた運動では7つの「コ
アな動き」，即ち「回転技」における回転運動，
回転の勢い，着手，「倒立技」における支持，逆
立ち，着手，脚の振り上げ，反りが抽出された．
これら「コアな動き」を教育現場ではどのように
表現しているかを分析，考察したのが，本稿のⅥ
である．屋上屋を架すことは避けたいので，ここ
では3点だけ再確認しておきたい．1つは，倒立
において着手と目線とで三角形をイメージさせる
「ことば」は，頚椎反射を促す理に則したもので
あるということ．2つは，側方回転では倒立のよ
うに脚の蹴りが必要となるがその方向が異なり，
さらに蹴るという表現よりも脚を振り上げるとい
う「ことば」が用いられていたこと．したがっ
て，「脚の振り上げ」動作はただ蹴り上げるだけ
ではないことを押さえておきたい．3つは，回転
をスムースにさせる方策の1つに，低学年で行わ
せる「ゆりかご」があるということ．回転の基本
は身体の後ろ側が順序良くマットに着いていくこ
とであり，「ゆりかご」はこれを着実に行わせる
手段となり得る．低学年でマット運動を始める際
には，この「ゆりかご」運動の反復練習は有用な
手立てとなろう．
　今回は質問紙法による回答用紙の回収率が上が
らず，定性的データの収集としても満足のいくも
のではなかったが，一方で「コアな動き」を支え
る「ことば」が教育現場にしっかりと存在してい
ることを再度確認することができた．筆者として
は，今後もこの調査を継続しつつ，他領域におけ
る「動きの言語化」も調査していく予定でいる．

【注】
 1）「学習指導要領総則」の「第1　教育課程編成の一
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